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1.書誌ユ-テイリテイ

NACSIS-CATのようなオンライン協同目録を中心とした図書館用情報サ-ピスシステムを書

誌ユ-テjリテイとよぶ.書誌ユ-テイリテイは,米国のOCLCで始まったとされ七いる.

オンラインの目録システムのサ-ビス開始が, 1971年であった.北米では, OCLCに続き,カ

ナダのUTLASが1973年サ-ビス開始,ワシントン州を中心としたWLNが, 1976年,研究図

書館グル-プくRLGlのRLINが1978年というように多くのこういったシステムが成立したが,

現在では目録作成用の書誌ユテイリテイとしては,ほとんどOCLC中心となっている.

ヨ-ロツパでは,フランス,オランダ,ドイツ,スウェ-デン,デンマ-久 ノルウェ-,イ

タリア,スロベニアなどに書誌ユ-テイリテイがある.すべて,少なくとも最初は国の期間で始

まっているが,現在では民営化されたところもある.ドイツでは,国全体のユテイリテイではな

く,いくつかの州単位で運用されており, 6つのユテイリテイが存在する.オランダのPICAは

国の政策で始まり,ナショナルライブラリである王立図書館に所属していたこともあったが,

1999年に会社組織となり2000年にOCLCの傘下に入っているo

アジアでは,日本の東京大学文献情報セン夕-で1984年にはじめたサ-しビスが最初の書誌ユ

-テイリテイである.これは,その硬学術情報セン夕-NACSISとなり,現在の国立情報学研究

所の情報サ-ビスに続いている.シンガボ-ルはSII.ASというシステムがあったが, OCLCに

吸収されたという.韓国では,尖端学術情報セン夕-KRICが, 1997年にRISSサ-ビスを開始

している.これは, 1999年に韓国教育研究情報院KERISとなった.中国ではCALISという書

誌ユ-テイリテイが2000年にサ-ビスを開始した.最も新しい書誌ユ-テイリテイであろう.

台湾には,国立中央図書館の運用するNBINetがある.

オ-ストラリアには,国立中央図書館の運用するKineticaという書誌ユ-テイリテイがあるo

1999年まではABNという名前であった.ニュ-ジ-ランドではTe Punaというシステムを国

立図書館が運用している.

これらの書誌ユ-テイリテイは,いまやナショナルライブラリと同様に,ひとつの国の図書館.

情報インフラストラクチヤとして確立したものになりつつあると言っていいだろう.

書誌ユ-テイリテイの出現は,図書館の情報システムのみでなく,相互協力の枠組みを与えたo



総合目録デ-タベ-スが,いつでも,どの図書館からでも検索できるようになったこと-またそ

れを利用して工LLのリクエストが簡便に行えるようになったことは,工LLの取り扱い数を-情報

化以前に較べ飛躍的に増やした.こればかりでなく,目録作成においても,普段に他の図書館の

作成したレコ-ドを参照しながら仕事を行うことにより,他の図書館との協力をより意識するよ

うになった.

2.書誌ユ-テイリテイの接続

これらの書誌ユ-テイリテイのほとんどは,国内という範囲で括動しているo OCLCはヨ-ロ

ッパ,ラテンアメリ九アジアでもサ-ビスを行っているが,その量は,英語圏での括動に較ベ

ればかなり少ないようである.しかし,最温書誌ユ-テイリテイのあいだのサ-ピスの相互接

続の動きが,徐々に起こってきている.

そのひとつの動きが,NACSIS-ILLとOCLCとの間のILLメッセ-ジリンクである.これは-

米国のいくつかの大学の日本図書館と日本の国立大学図書館協会との間で行われた,国際工LLの

試行に始まるもので,今年2002年4月15日から試行運用が始まった.

現段階では,現物貸借のメッセ-ジ交換はサボ-トしておらず, nonreturnableと呼ばれる複

写の申し込みと発送関係のものだけであるが, returnableのサボ-トも開発は行っているoまた-

このシステムを利用するためにはNACSIS側への登録が必要となっているが,これは図書館ID

の変換機能をNACSIS側で行っているためで,将来的には国際的デイレクトリまたは国際図書館

コ-ドなどによって登録を必要としない方式に移行したいと考えている.

現在,米国側は以下の16館が登録している.

Bates CollegeくBTSI

Brigham Young University CUBYJ

columbia UniversityくzCUI

Haverford CollegeくHVCJ

obio State UniversityくOSUI

san Diego State UniversityくCDSI

Smitb ConegeくSNNI

TexasA良M -

Corpus ChristiくTXFI

univ. of California - Santa BarbaraくCUTI

university of Hawaii at ManoaくHUHI

University of lowaくNUII

university of Massachusetts I W.E.B. Du Bois Library tAUMJ

university of PittsburghくPITl



university ofVirginia他初

university of WashingtonくWAUJ

university of Washington Law LibraryくONAl

日本側の参加館は54館で,以下の館である.

東京工業大学 附属図書賂FAOOOIO6

千葉大学 附属図書館FAOO1754

東京大学 附属図書館FAOO1787

.国立情報学研究所図書室FAO12943

北海道大学 附属図書館FAOOIOO7

北見工業大学 附属図書館FAOO1335

東北大学附属図書館FAOO1379

東北大学 附属図書館 医学分館FAOO1404

東北大学 附属図書館 工学部分館FAOO1415

福島大学 附属図書館FAOO1594

筑波大学 附属図書館FAOO1652

東京学芸大学 附属図書館FAOO1889

東京農工大学 附属図書館FAOO1903

東京農工大学 附属図書館 小金井分館FAOO1914

電気通信大学 附属図書館FAOO1991

-橋大学 附属図書館FAOO2010

信州大学 附属図書館FAOO2280

信州大学 附属図書館 繊維学部分館FAOO2338

滋賀大学 附属図書館 教育学部分館FAOO2586

滋賀大学 附属図書館FAOO2597

大阪大学 附属図書館FAOO2848

奈良女子大学 附属図書館FAOO3090

広島大学 附属図書館 医学分館FAOO3239

愛媛大学 附属図書館FAOO3374

九州芸術工科大学 附属図書館FAOO3476

九州工業大学 附属図書館FAOO3487

熊本大学 附属図書館FAOO3545

大分大学 附属図書館FAOO3578 -

国際日本文化研究セン夕- 図書館FAO12207

広島大学 附属図書館 中央図書館払012284

愛知教育大学 附属図書館FAOO2531

京都大学 附属図書館FAOO2611



京都教育大学 附属図書館FAOO2826

大阪教育大学 附属図書館FAOO2939

鳥取大学 附属図書館FAOO3126

東京水産大学 附属図書館FAOO1969

富山大学 附属図書館FAOO2123

国際基督教大学 図書館FAOO5267

同志社女子大学 図書.情報センタ-

慶鷹義塾大学 三田メディアセンタ-

麻布大学 附属学術情報センタ- FAOO6827

同志社大学 総合情報センタ- FAOO7670

広島工業大学 附属図書館FAOO8607

松山大学 図書館FAOO8775

京都造形芸術大学 芸術文化情報センタ- FAO14392

東洋英和女学院大学 大学院 図書館FAO15872

国士舘大学 附属図書館FAOO5278

上智大学 図書館FAOO5358

東海大学 附属図書館FAOO5802

関東学院大学 図書館FAOO6871

中部大学 附属三浦記念図書館EAOO7342

日本福祉大学 付属図書館FAOO7444

宵崎学園 図書館く宮崎国際大学.宮崎女子短期大学l

平安女学院大学 情報メディアセンタ- FAO19567

ILLメッセ-ジの接続以外では,目録デ-タの検索が実現している.たとえば, RLINシステ

ムでは,ドイツMARCをオンライン検索することができるが,このデ-タはRLINシステムに

ロ-ドされているのではなく,ドイツ図書館のデ-タベ-スを直接検索しにいっている.同様の

ソ-スとしてRL工Nは英国の研究図書館コンソ-シアムCURLのデ-タベ-スもオンライン検

索している.

NACSIS-CATでは,参照フアイルのような位置付けで,外部ソ-スの目録デ-タをオンライ

ン検索する機能を開発中であり, RLINのデ-タベ-スを参照フアイルとしてオンライン利用で

きる機能を近々サ-ビス開始予定である.

さらに,このOCLCとのILLリンクは, OCLCとの関係にとどまらず世界的なILLのメッセ

-ジ交換システムリンクを構想したものの-環であるo現鼠韓国のKERISとNIIとの間で-

同様のILLメッセ-ジリンクを行う構想が持ち上がっており,両者の間での検討が行われているo



3.技術的基盤

これらの技術的基盤として, 2つの標準プロトコルが大きな役を果たしている.ひとつは- ISO

23950くJISXO806, ANSIZ39.501であり,もうひとつが,工SO IO160, 10161くJISXO808, 08091

である.
.

z39.50は2つのコンピュ-夕シノステム間で障報検索を行うためのプロトコルであるoもともと-

米国の規格である-が, ISOおよびJISにも採用された.その源流は80年代の半ばに米国の議会

図書館LCと2つのユ-テイリテイOCLC,RLINの間で進められたLSPこLinked SystemProject

にある. MARCデ-夕の供給もとであるLCと,それぞれの参加館の総合目録を推持している2

っの大規模ユ-テイリテイとの間で目録デ-夕をオンラインアクセス可能にしようという計画で

あった.技術的には実現し, NACOく著者典拠の分担作成プログラム1などで利用されたが-当

初の目的であった書誌ユ-テイリテイ間のサ-ピスとしては定着しなかった.むしろ-多くの図

書館が自館の目録デ-夕をZ39.50でアクセスできるようなサ-バを開設することにより-多く

のOPACにひとつのイン夕フェ-スでく同時にlアクセスできる手段として広まった.

z39. 50は,前述した目録作成における書誌デ-タの参照のほか, -般的な情報検索,そして-

拡張機能を利用した目録デ-タのロ-ド機能などに使用可能である.

工SO

ILLプロトコルは, ILLのメッセ-ジ交換のためのプロトコルであるo NACSIS-ILLシステム

が行うような, ILLの申し込みから,受け付け,発送等のメッセ-ジ管理を複数のシステム同士
し

で行うためのプロトコルである.課金や複写物の電子的送付などは対象外であるo

たとえば,最初に述べたように, NACSISとOCLCのILLメッセ-ジシステムをつなぐために

も使えるし, BLDSCも受付システムとして工SOプロトコル対応するようになったo

プロトコルとしては,各図書館のシステムが独立に工LLメッセ-ジのレコ-ドを管理する分散

型の構成をとっている.にれに対して, NACSIS-ILLやOCLCのILLのように-箇所ですべて

の, ILLメッセ-ジのレコ-ドを管理する構成を集中型という.l. RLGは, RLIN-ILLという集

中型のILLメッセ-ジングシステム考運用してシ1るが,このISOプロ-トコルと-複写物の伝送

システムであるArielとを組み合わせた工LL Managerという製品を出し,分散型の工LL運用を

目指している.

この両プロトコルとも, 80年代の標準化の世界に始まっているため, OSIを前提とした体系に

なっている.その後行われたほとんどの実装は, OSIではなく, TCPIIPのうえ,あるいはILL

プロトコルなどはe-mailのプロトコル上に実装されているが, OSIの残浮くたとえばASN.1に

ょるエンコ-ディングうは引きずっており,このことが,実装をやっかいにしている.



また, Z39.50は,どんな内容のデ-タでも検索できるよう,検索キ-のセットや,表示される

レコ-ドの形式が登録できるようになっているが,クライアント側がこれに対応していなければ-

結局は使えないため実質上それほどの自由度があるわけではない.

さらに, Z39.50は90年代に多くの実装が行われ,実装側の意見を取り入れて多くの拡張がな

された.この結果として, z39.50は非常にr重いJ仕様になってしまい,ますます実装しにくい

プロトコルとなってしまっているo

4.図書館サ二ピスのグロ-バル化

これら,書誌ユ-テイリテイにおける,国際接続の動きは,今後において,利用者側の図書館

に,向らかの影響を与えて行くだろう.それは,ちょうど,書誌ユ-テイリテイが図書館に与え

た,他の図書館とのつながり,協力括動のひろがりのように,日本国内にとどまらず,国際的な

環境で新しい展開をもたらすだろう.

こういった動きは, 2-3年で急激な変化をもたらすことはなくても, 5年, 10年のうちに徐々

に影響をもたらすだろう.そして,それは,いわゆる日本からの情報発信という点でも目に見え

るものになっていくと考える.最後に,つけ加えると,日本の大学図書館のILLサ-ピスは,そ

の充足率や,入手までの時間において,どうやら,世界に誇れるものであるらしい.このような

サ-ビスが,国際的に見えるようになることも,また情報発信であろう.


